
タ ウント ピッ ク ス

　 町と 静岡ブルーレ ヴズ株式会社は、 ラ グビ ーなど

を通じ たス ポーツ の振興、 ス ポーツ を活かし たま ち

づく り ・ ひと づく り で連携し ていく こ と を 目的に、

パート ナーシッ プ協定を締結し ま し た。

　 山
やま

谷
や

拓
た か

志
し

代表取締役社長は「 オール静岡で活動し

ていく 中で、 自然豊かな川根本町と 締結でき る こ と

は誇り 」 と あいさ つする と 、 薗田町長は「 ラ グビ ー

を通じ 、 子ど も たちが世界に羽ばたいてほし い」 と

話し ま し た。 　

　 本協定に基づき 、 ラ グビーリ ーグワ ン公式戦での

町民無料招待や、 ４ 月から 開校する 義務教育学校に

おける ラ グビ ー教室など の開催を予定し ていま す。

ラグビーの力をまちづくりへ
ラグビート ップリーグの静岡ブルーレヴズと協定を締結
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シーズン中のリーグ戦についてもPRする山谷社長
（ 左から２ 番目）
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　 文化会館で、「 21世紀型の教育改革 未来を 担う

子供たちの教育について」 と 題し 、 東京大学公共政

策大学院の鈴
すず

木
き

寛
か ん

先生をお招き し ご講演をいただき

ま し た。

　 講演では「 AIや人工知能が急速に発展する 現代

社会において、 今後は芸術や歴史学、 哲学と いった

抽象的な概念を整理・ 創出する ための知能が求めら

れる 。 そのためには、 コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールを取

り 入れている 川根本町のよ う に、 地域の人と たく さ

ん会話し 交流を深めながら 、 人間性を育む教育方針

はと ても 大切な考え方である 」 と お話さ れま し た。

未来の子どもの教育について考える
東京大学教授、鈴木寛先生による教育講演会が開催されました

講演を行う 鈴木寛先生

1 /1 9災害支援を通して復興の一助となるために
石川県穴水町・能登町へ災害支援を行っています

町役場（ 本庁舎）にて激励式の様子
左から榛葉主査、山下主査、山本主査

　 町は、 県から の要請を受け、 能登半島で被害を受

けた石川県穴水町に職員３ 名（ 第一陣） を派遣。

　 派遣者は、 く ら し 環境課山下主査、 税務住民課山

本主査、 産業振興課榛葉主査。 山下主査と 山本主査

は住家被害認定調査業務、 榛葉主査は避難所運営業

務に従事し ま し た。 町役場で行われた激励会で町長

は「 被災地は厳し い生活を続けている 。 被災者に寄

り 添った支援をお願いし たい」 と 激励し ま し た。

　 ま た、 令和４ 年台風第15号災害時に支援を 受け

た一般社団法人を 通じ 、 能登町にアルフ ァ 米4,500

食を 送り 、 炊き 出し 支援を 行いま し た。 １ 月22日

（ 月）、 防災担当職員２ 名が町役場を出発し ま し た。

こ こ にも 、 一つの物語。
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　 愛知県で開催さ れた、 第18回東海地区中学生弓道選

手権大会。 男子団体の部で、 中川根中学校弓道部の北
き た

村
むら

哲
て つ

也
や

さ ん（ 徳山区） 鈴
すず

木
き

俊
と し

哉
や

さ ん（ 徳山区） 岸
き し

本
も と

龍
り ゅ う

一
い ち

さ ん（ 徳山区） が準優勝を果たし ま し た。 ま た、 同弓道

部の梶
か じ

川
か わ

怜
れ

依
い

さ ん（ 藤川区） が個人７ 位と 優秀な成績を

収めま し た。

　 結果を 振り 返り 、 部長の北村さ んは、「 弓道は、 相手

を 負かすのではなく 、 自分の『 射』 を 磨く ス ポーツ で

す。 部活動の時間が限ら れる 中、 川根本町弓道会の練習

に参加さ せても ら い稽古を重ねてき ま し た。 今回、 東海

大会ま で行く こ と ができ た事に感謝し ていま す。 来年は

全国大会を目指し て頑張り たいです」 と 話し ま し た。

理想の「 射」を磨き続けながら
中川根中学校弓道部が東海大会で準優勝を果たしました

後列左から、北村哲也さん岸本龍一さん

前列左から、鈴木俊哉さん梶川怜依さん
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　 全国小学生作文コ ンク ール「 わたし たちのま ちの

おま わり さ ん」 で国務大臣・ 国家公安委員会委員長

賞を受賞し た三ツ 星小学校３ 年の金
か ね

子
こ

心
み

咲
さ き

さ んが薗

田町長に受賞の喜びを報告し ま し た。

　 金子さ んは、 落と し 物を交番に届けたこ と で、 お

ま わり さ んから 手作り のお守り をも ら ったこ と に対

する 喜びと 誇ら し さ を 作文に記し 、「 おま わり さ ん

へ手紙を書く 気持ちで書いた。 こ んな大き な賞を取

る こ と ができ て嬉し い」 と 話し ま し た。 町長は「 素

直に自分の気持ちが書けていて素晴ら し い。 おめで

と う ございま す」 と 激励の言葉を贈り ま し た。

おまわり さんへの思いを作文に
全国小学生作文コンクール受賞の喜びを町長に報告しました

金子心咲さん（ 中央）と森昭夫島田警察署長（ 左）

　 静岡市消防局は、 静岡県緊急消防援助隊の一員と

し て職員を石川県内に派遣。 隊員は、 捜索救助、 救

急搬送等に従事し ま し た。 発災当日の１ 月１ 日から

５ 日ま での間、 第１ 次派遣隊と し て活動し た島田第

１ 部消防隊の藤
ふじ

原
わ ら

誠
せい

二
じ

郎
ろ う

司令、 島田第２ 部救助隊の

加
か

藤
と う

文
ふみ

浩
ひろ

司令と 増
ま す

田
だ

卓
た か

史
し

島田消防署長が薗田町長に

活動報告を行いま し た。 現場では、 情報が錯乱する

中、 被災地に住む住民名簿リ ス ト と 行方不明者と の

照合が困難を極め、 正確な情報の一元化と その情報

を共有する シス テム構築の大切さ を課題に挙げま し

た。 薗田町長は、 川根本町消防団と 静岡市消防局の

連携の必要性と 実践的な訓練の導入を訴えま し た。

被災地での支援活動を町長に報告
令和６ 年能登半島地震緊急消防援助隊第１次派遣隊による活動報告会が開催されました
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左から、増田卓史署長、藤原誠二郎司令、加藤文浩司令
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